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出典：総務省統計局「令和２年国勢調査」（https://www.e-stat.go.jp/）及び 

各運行事業者の保有データをもとに作成 

図 ３-２５ 生活圏交通の運行状況（中空知５市） 
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表 ３-５ 本地域内を運行する生活圏交通の運行状況（中空知４町） 

運行・ 

事業主体名 

（委託事業者名） 

路線・事業名等 

【補助種別】 
区間 便数 

所要 

時間 

奈井江町 

（㈱ビジコー） 

市街地循環線 

【地域内フィーダー系統】 

自 みなクル 上 ２便 26分 

至 みなクル 下 ２便 27分 

向ヶ丘線 

【地域内フィーダー系統】 

自 みなクル 上 ５便 24分 

至 向ヶ丘 下 ５便 24分 

奈井江町 

（北星三星交通㈱） 

乗合タクシー 

【地域内フィーダー系統】 
－ － － ４便 － 

上砂川町 

（北星三星交通㈱） 

乗合タクシー（町内施設限定） 

【地域内フィーダー系統】 
－ － － ９便 － 

乗合タクシー（砂川市施設限定） 

【地域内フィーダー系統】 
－ 

 

－ 
－ ４便 － 

浦臼町 

（㈱ビジコー） 

浦臼滝川線 
自 浦臼駅 上 ４便 35分 

至 滝川駅前 下 ４便 35分 

月形浦臼線 

【地域内フィーダー系統】 

自 浦臼駅 上 ５便 34分 

至 月形駅 下 ５便 34分 

浦臼砂川線 

【地域内フィーダー系統】 

自 浦臼駅 上 ５便 41分 

至 砂川駅前 下 ８便 41分 

乗合タクシー（鶴沼線） 

【地域内フィーダー系統】 
－ － － ７便 － 

乗合タクシー（晩生内線） 

【地域内フィーダー系統】 
－ － － ８便 － 

雨竜町 

（㈲雨竜ハイヤー） 
オシラリカ号 

自 尾白利加 上 ５便 4分 

至 雨竜 下 ５便 4分 

※令和４(2022)年時点 
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出典：総務省統計局「令和２年国勢調査」（https://www.e-stat.go.jp/）及び 

各運行事業者の保有データをもとに作成 

図 ３-２６ 生活圏交通の運行状況（中空知４町） 
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イ) タクシー・ハイヤー事業者の状況 

本地域内に事業所のあるタクシー・ハイヤー事業者は９社あり、各社からの聞き取りによると、

運転手の平均年齢は 60 歳以上、事業者によっては 70 歳を超えており、運転手の高齢化が進んで

いる状況です。 

また、事業者の中には、運転手不足により保有車両の稼働率が全体の半分程度となっている事業

者もいる状況です。 

 

表 ３-６ 本地域内に事業所のあるタクシー・ハイヤー事業者 

事業者名 事業所位置 運転手数 車両台数 

三和ハイヤー㈱ 滝川市 15名 12台 

ふじ観光㈱ 滝川市 20名 13台 

北星三星交通㈱ 砂川市 120名 65台 

㈲プリンスハイヤー 赤平市 ８名 ９台 

西出ハイヤー㈱ 赤平市 10名 10台 

㈲新十津川北星ハイヤー 滝川市 ３名 ２台 

共立タクシー㈲ 芦別市 22名 50台 

㈱ビジコー 浦臼町（浦臼営業所） 17名 14台 

㈲雨竜ハイヤー 雨竜町 ４名 ２台 

※令和４(2022)年時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状・問題点 

・各市町の居住地区と市街地等を結ぶ交通・地域内の通勤、通学、買い物や通院な

どの生活目的で利用 

・スクールバスの住民混乗など、市町独自で公共交通を運行 

 
課 題 

・【再掲】各交通モード間の接続性向上によるシームレスな交通体系の確保 

・【再掲】各市町の状況に応じた生活圏交通の確保 
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ア) 輸送人員の状況 

本地域を運行する全ての地域間幹線系統及び地域内フィーダー系統の輸送人員は年々減少傾向

にあり、令和３年度実績では令和元年度の約３割まで減少しています。 

    

 
出典：交通事業者提供資料 

図 ３-２７ 輸送人員の推移 

 

イ) 乗務員の状況 

本地域内に関連する北海道中央バス株式会社滝川営業所及び空知中央バス株式会社への聞き取

りによると、所属している乗務員数は年々減少傾向にあります。乗務員の平均年齢は 55歳以上で

すが、中には 65歳を超えている方もおり、高齢化が進んでいる状況です。 

 

 
出典：交通事業者提供資料 

図 ３-２８ 乗務員数の推移  
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ウ) 収支及び公的資金投入額の状況 

本地域を運行する全ての地域間幹線系統及び地域内フィーダー系統の収支率は、令和元（2019）

年度は 56％でしたが、新型コロナウイルス感染症等の影響から、令和２（2020）年度には約 41％

に減少し、その後横ばいに推移しています。 

公的資金投入額は、令和元（2019）年度から概ね２億円で推移していましたが、令和４（2022）

年度には２億円を下回っています。 

       

 
出典：交通事業者提供資料 

図 ３-２９ 経常収入、経常費用及び収支率の推移 

 

 
出典：交通事業者提供資料 

図 ３-３０ 公的資金投入額※の推移 

 

 

 

※公的資金投入額：本地域を運行する全ての地域間幹線系統及び地域内フィーダー系統に対する 

国・北海道・市町村の補助金 
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2) 公共交通勢力圏の状況 

 

本地域を定時定路線型で運行している広域交通及び生活圏交通を自宅から最寄りの駅やバス停

まで歩いて利用できる住民は、全人口の 76.1％であり、23.9％は利用することが困難な状況であ

ります。各市町の状況に応じ、自宅と最寄り駅やバス停をつなぐ生活圏交通の確保が重要となりま

す。 

 

 
出典：総務省統計局「令和２年国勢調査」（https://www.e-stat.go.jp/）及び 

各運行事業者の保有データをもとに作成 

図 ３-３１ 公共交通の勢力圏 

 

 

現状・問題点 ・本地域に居住する住民の 23.9％が交通空白地域に居住 

 課 題 ・【再掲】各市町の状況に応じた生活圏交通の確保 

 

※公共交通勢力圏：バス停から半径 300m以内、駅から半径 1km以内を公共交通サービスが 

利用しやすい地域として定義 

  

https://www/

